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地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
発
生
が

多
い
日
本
。
豪
雨
や
大
雪
と
い
っ
た
気
象

災
害
も
激
甚
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど

を
過
去
4
回
の
調
査
※
と
の
比
較
を
交
え

て
紹
介
し
ま
す
。

　
自
然
災
害
発
生
へ
の
不
安
度
に
つ
い
て

は
、「
と
て
も
」
が
3
割
、「
や
や
」
が
半

数
と
、
合
計
で
8
割
以
上
の
人
が
「
不
安

に
感
じ
る
」
と
回
答
。
一
方
で
、
自
宅

に
お
け
る
防
災
用
品
・
生
活
必
需
品
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
、「
備
蓄
し
て
い
る
」
が

43.
6
％
と
半
数
を
下
回
り
、
こ
れ
ま
で

で
最
も
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
（
図
表

１
）。「
備
蓄
し
た
い
が
、
実
施
で
き
て
い

な
い
」
が
32.
0
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

4
分
の
3
の
人
は
備
蓄
意
向
が
あ
る
、
と

読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
自
宅
に
備
え
て
い
る
も
の
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
ト
ッ
プ
は
「
飲
料

水
」
92.
4
％
。
日
常
使
い
と
備
蓄
を
兼

ね
て
い
る
た
め
か
、
2
位
の
「
非
常
食
」

82.
4
％
と
10
ポ
イ
ン
ト
の
大
差
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
、「
ラ
ン
タ
ン
・
懐
中
電

灯
・
ロ
ー
ソ
ク
」
73.
5
％
、「
ペ
ー
パ
ー

類
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」「
乾
電
池
」

「
マ
ス
ク
」
も
6
割
以
上
の
人
が
挙
げ
て

い
ま
す
。
上
位
15
項
目
の
う
ち
過
去
調

査
と
比
較
可
能
な
10
項
目
を
み
る
と
、

2
0
1
6
年
と
比
較
し
て
増
加
幅
が
大
き

い
の
は
「
マ
ス
ク
」
28.
7
ポ
イ
ン
ト
増

（
34.
0
％
↓
62.
7
％
）、「
携
帯
用
ト
イ

レ
・
簡
易
ト
イ
レ
」
26.
1
ポ
イ
ン
ト
増

（
19.
7
％
↓
45.
8
％
）
で
し
た
。

　

備
蓄
以
外
に
実
施
し
て
い
る
対
策
は

（
図
表
２
）、「
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
」

36.
7
％
、「
備
蓄
物
資
の
定
期
的
な
見
直

し
」
26.
2
％
と
な
っ
て
お
り
、「
自
宅
や

職
場
周
辺
の
防
災
マ
ッ
プ
」「
避
難
経
路
・

避
難
場
所
」
と
い
っ
た
〝
確
認
系
〞
の
備

え
も
2
割
強
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
全
体
的

に
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
実
施
率
が
高
い
傾

向
に
あ
り
、
特
に
若
年
層
と
高
齢
層
の
差

が
大
き
い
の
が
、
5
位
の
町
内
会
活
動
を

含
む
「
近
所
づ
き
あ
い
」。
20
・
30
代
で
は

8
％
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
70
代
以
上

で
は
27.
6
％
と
約
20
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
。

自
由
回
答
で
は
、「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経

験
か
ら
、
安
否
確
認
や
食
料
調
達
、
入
浴

他
、
す
べ
て
人
と
の
助
け
合
い
で
乗
り
越

え
ら
れ
た
」（
女
性
・
70
代
以
上
）、「
住
ん

で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
有
志
を
募
っ
て
防

災
勉
強
会
が
始
ま
り
参
加
し
て
い
る
」（
女

性
・
50
代
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする『Fromプラネット』。
今号では、防災対策に関する意識調査の結果を一部ご紹介します。

防
災
対
策
高
ま
る
災
害
へ
の
不
安
、
対
策
の
実
態
は
？

備
蓄
し
て
い
る
も
の
は
飲
料
水
が
1
位

マ
ス
ク
、
携
帯
用
ト
イ
レ
が
増
加

備
蓄
以
外
の
対
策
は

年
齢
層
が
上
が
る
ほ
ど
実
施
率
が
高
い

調査機関：株式会社プラネットによる
調査企画をもとに、株式会社ネオマー
ケティングにて「防災対策」に関する
意識調査を実施。
期間：2025年12月17日～18日、イン
ターネットで4,000人が回答。
バックナンバーより時節に合ったトピッ
クをご紹介しています。

※Vol.43（2016年8月公表）、Vol.92（2018年8月公表）、Vol.186（2022年8月公表）、Vol.221（2024年6月公表）で同テーマの調査を実施

詳しい調査結果はWebへ
「防災対策」
https://www.planet-van.co.jp/
shiru/from_planet/vol241.html

意識調査 Fromプラネット

テーマ
自
然
災
害
に
対
し
て
は
８
割
が「
不
安
」

一
方
で「
備
蓄
し
て
い
る
」は
半
数
以
下

図表1 「自宅に防災用品や生活必需品を備蓄していますか」への回答

図表2 「備蓄以外で、防災対策として日ごろから実施していること」への
　　　　回答（複数回答、性別・年代別）

全体より　　＋10ポイント以上　　＋5ポイント以上　　-5ポイント以上　　-10ポイント以上

備蓄している　　備蓄していたがやめた
備蓄したいが、実施できていない
備蓄していない 注：赤字は最高値

「備蓄している」比率の推移

全体

n=

男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上

4,000
2,000
2,000
300
293
589
971
1,034
813

36.7
37.9
35.5
24.3
29.7
28.0
34.1
41.2
47.5

26.2
23.8
28.6
19.7
27.6
23.1
26.9
27.7
27.6

23.6
23.9
23.2
17.3
17.7
20.5
20.9
27.0
28.9

22.0
22.2
21.8
20.0
18.4
18.7
19.3
23.3
28.0

14.7
16.3
13.1
8.0
7.8
10.9
9.5
15.6
27.6

14.2
14.2
14.3
14.7
15.7
11.0
13.0
14.7
16.6

12.8
11.9
13.8
12.7
9.9
11.2
10.8
12.9
17.3

31.0
32.5
29.6
42.0
36.2
36.8
34.5
27.7
21.0

年
代
別

性
別

自
宅
や
職
場
周
辺
の
防

災
マッ
プ
な
ど
の
確
認

家
具
の
転
倒
防
止

対
策

備
蓄
物
資
の

定
期
的
な
見
直
し

自
宅・職
場
か
ら
の
避

難
経
路
や
避
難
所
の

確
認

近
所
づ
き
あ
い

窓
や
食
器
棚
な
ど
の

ガ
ラ
ス
の
安
全
対
策

非
常
時
の
連
絡
手
段

や
安
否
確
認
の
方
法

を
家
族
と
確
認

特
に
何
も
し
て
い
な
い

n= 
4,000
4,000
4,000
3,347
4,520

備蓄している
43.6
48.6
46.3
47.6
45.0

時期
2025年12月
2024年4月
2022年6月
2018年7月
2016年6～7月

43.6%
32.0%

20.5%

4.1%

(%)

(%)
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株式会社ニッセイ基礎研究所 経済研究部 経済調査部長
斎藤 太郎（さいとう・たろう）

1992年京都大学教育学部卒業、同年日本生命保険相互会社に入社、96年にニッセイ基礎研究所
へ。2019年8月より現職。12年より神奈川大学非常勤講師（日本経済論）、18年より総務省統計
委員会専門委員を務める。専門は日本経済と雇用の分析。雑誌、新聞などへの寄稿多数。日本経
済研究センターのESPフォーキャスト調査で「優秀フォーキャスター」に11度選出。著書（監修・共
著）に『イラスト図解　知っているようで知らない物価のしくみ』（池田書店）。

長くデフレが続いた日本だが、現在はインフレ局面となり、食料品や日用品など頻繁に値上げが行われている。
物価は単なる統計値ではなく、企業の値付け行動や生活者の心理がつくる「生きた現象」だ。
この先、物価はどう動くのか。賃金や金利との関係は。予測精度の高い「優秀フォーキャスター」に

11回選出されているエコノミストの斎藤太郎氏が、
ビジネスパーソンが押さえておくべき物価の知識や、直近の経済動向について解説する。

※本記事は2026年７月中旬の情報をもとに作成しています

物
価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）
の
要
因
に

は
大
き
く
分
け
て
「
デ
ィ
マ
ン
ド
プ
ル

型
」
と
「
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
」
が
あ

る
。
前
者
で
は
消
費
者
に
よ
る
需
要
拡

大
が
先
行
し
、
供
給
よ
り
も
需
要
が
多

く
な
れ
ば
売
る
側
は
値
段
を
高
く
し
て

も
売
れ
る
の
で
、
物
価
全
体
の
水
準
が

上
昇
し
て
い
く
。
後
者
は
コ
ス
ト
の
増

大
に
起
因
す
る
も
の
で
、
需
要
の
増
減

に
か
か
わ
ら
ず
売
る
側
が
価
格
転
嫁
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
起
こ
る
。

日
本
は
１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
、
消
費
者
物
価
指
数
は
ほ

ぼ
横
ば
い
が
続
い
た
が
、
2
0
2
2
年

以
降
、
上
昇
に
転
じ
て
い
る
（
P
4
／

図
表
1
）。
こ
の
と
き
起
き
た
の
が
「
コ

ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
」
だ
。
新
型
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
急
速
な
需

要
回
復
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
原
因
と
し
て
、
世
界
的
な
資
源
・
人

手
不
足
と
供
給
網
の
混
乱
が
起
こ
り
、

コ
ス
ト
が
上
昇
。
そ
れ
ま
で
は
多
少
コ

ス
ト
が
上
が
っ
て
も
日
本
の
企
業
は
価

格
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き

の
急
激
な
コ
ス
ト
増
は
吸
収
で
き
ず
、

多
く
の
企
業
が
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

そ
の
後
も
人
手
不
足
な
ど
を
背
景
と

す
る
人
件
費
の
上
昇
、
円
安
に
よ
る
原

材
料
輸
入
費
の
高
騰
、
さ
ら
に
中
東
情

勢
に
起
因
す
る
原
油
や
ナ
フ
サ
の
供
給

不
足
と
い
っ
た
要
因
が
重
な
り
、
値
上

げ
の
波
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

よ
り
望
ま
し
い
の
は
デ
ィ
マ
ン
ド

プ
ル
型
で
あ
り
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型

は
、
企
業
に
お
い
て
は
急
激
な
コ
ス
ト

上
昇
分
を
販
売
価
格
に
十
分
転
嫁
で
き

な
け
れ
ば
、
収
益
が
圧
迫
さ
れ
、
家
計

に
お
い
て
は
賃
金
の
上
昇
が
物
価
上
昇

に
追
い
つ
か
ず
、
消
費
が
減
退
す
る
。

実
際
に
、
日
本
で
は
物
価
が
上
が
り

始
め
て
し
ば
ら
く
は
、
額
面
上
の
賃
金

（
名
目
賃
金
）
か
ら
物
価
変
動
の
影
響

を
差
し
引
い
た
「
実
質
賃
金
」
の
上
昇

率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
状
況
が
続
い
た
。

ま
た
、
現
在
の
年
２
％
前
後
の
物

価
上
昇
は
世
界
的
・
歴
史
的
に
見
て
比

較
的
緩
や
か
と
言
え
る
が
、
消
費
者

も
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
日
本
銀
行
は
３
か
月
ご
と

に
行
っ
て
い
る
「
生
活
意
識
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
中
で
、
物
価
が

何
％
程
度
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
る
か

尋
ね
て
い
る
。
２
０
２
６
年
３
月
の
調

査
で
は
、
平
均
値
で
17
・
３
％
、
中
央

値
で
も
10・
０
％
上
が
っ
て
い
る
と
実

感
さ
れ
て
い
る
。

今
の
日
本
の
イ
ン
フ
レ
は

「
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
」

消
費
者
の
実
感
で
は

「
年
率
10
％
以
上
の
物
価
上
昇
」

物価は生きている
知っておきたい仕組みと知識
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昇
率
が
物
価
上
昇
率
を
安
定
的
に
上
回

る
状
況
が
生
ま
れ
れ
ば
、
デ
ィ
マ
ン
ド

プ
ル
型
の
イ
ン
フ
レ
に
移
行
し
、
経
済

成
長
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

物
価
上
昇
に
伴
い
、
日
本
銀
行
の
政

策
金
利
や
、
長
期
金
利
（
10
年
物
国
債

の
利
回
り
）
も
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

金
利
の
上
昇
は
、
企
業
の
借
り
入
れ

や
個
人
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
額
が
増

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
デ
フ
レ
下
の

日
本
で
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
や
ゼ
ロ
金
利

が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現

在
の
金
利
上
昇
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
物
価
が
上
が
れ
ば
金
利

も
上
が
る
の
が
自
然
だ
。
仮
に
金
利

が
ゼ
ロ
だ
と
す
る
と
、
１
０
０
万
円

を
貸
し
た
１
年
後
に
戻
っ
て
く
る
の

は
１
０
０
万
円
で
あ
り
、
こ
の
間
に
物

価
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
そ
の
価
値
は

１
０
０
万
円
未
満
に
な
り
、
お
金
を
貸

す
側
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
る
。
金

利
は
物
価
上
昇
率
よ
り
も
高
い
の
が

妥
当
で
あ
り
、
物
価
上
昇
率
や
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
が
２
％
ぐ
ら
い
の
経
済

環
境
な
ら
、
長
期
金
利
は
４
％
ぐ
ら
い

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
経
済
が
健

全
に
成
長
す
る
状
態
で
は
、
物
価
や
賃

金
が
上
が
っ
て
い
き
、
金
利
も
あ
る
程

度
の
水
準
に
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

日
本
銀
行
は
年
率
２
％
の
物
価
上

昇
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
消
費
者
物

価
指
数
（
生
鮮
食
品
を
の
ぞ
く
総
合
）

は
２
０
２
２
年
以
降
、
前
年
同
月
比
で

一
時
４
％
を
超
え
、
実
質
賃
金
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
状
況
が
続
い
た
。
し
か
し

２
０
２
６
年
２
月
以
降
は
消
費
者
物
価

指
数
が
４
か
月
連
続
で
１
％
台
と
な
っ

て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
実
質
賃
金

も
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
プ
ラ
ス
に

転
じ
て
お
り
、
物
価
が
安
定
し
て
き
た

こ
と
で
賃
金
の
上
昇
が
上
回
っ
た
よ
う

に
見
え
る
（
図
表
２
）。

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
政
府

が
補
助
金
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
電
気

代
・
ガ
ス
代
を
抑
え
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
う
し
た
政
策
で
消
費
者
物
価
指
数

が
１
％
ほ
ど
下
振
れ
し
て
お
り
、
実
質

的
に
は
２
％
を
大
き
く
上
回
る
状
態
が

続
い
て
い
る
。
２
０
２
６
年
２
月
末
に

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
な
ど
と
の

戦
闘
が
始
ま
り
、
中
東
か
ら
の
石
油
供

給
が
止
ま
っ
た
こ
と
で
欧
米
で
は
物
価

が
上
が
っ
た
が
、
日
本
で
は
逆
に
消
費

者
物
価
指
数
が
下
が
る
と
い
う
、
や
や

矛
盾
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

実
態
と
実
感
が
乖
離
す
る
原
因
と
し

て
は
、
消
費
者
が
デ
フ
レ
に
慣
れ
て
い

た
た
め
急
速
に
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
こ
と
や
、
食
料
品
な
ど
購
入
頻

度
が
高
い
商
品
の
価
格
上
昇
幅
が
大
き

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の
イ
ン
フ
レ
で

は
消
費
者
の
購
買
力
が
下
が
っ
て
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
が
売
れ
な
く
な
り
、
デ
フ

レ
に
逆
戻
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

た
だ
、
マ
イ
ナ
ス
で
推
移
し
て
い
た

実
質
賃
金
も
２
０
２
６
年
１
月
以
降
は

５
か
月
連
続
で
前
年
比
プ
ラ
ス
が
続

い
て
い
る
。
デ
フ
レ
下
で
は
、
賃
金
が

上
が
ら
な
く
て
も
物
価
も
上
が
っ
て
お

ら
ず
生
活
水
準
へ
の
影
響
が
小
さ
い
た

め
、
労
働
組
合
な
ど
も
積
極
的
に
賃
上

げ
要
求
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か

し
イ
ン
フ
レ
に
転
じ
た
後
は
、
春
闘
で

労
働
者
側
か
ら
賃
上
げ
要
求
が
行
わ

れ
、
経
営
側
も
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う

光
景
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
実
質
賃
金
が
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
政
府

が
ガ
ソ
リ
ン
・
電
気
代
な
ど
に
補
助
を

出
し
て
物
価
上
昇
率
を
抑
制
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
が
、
将
来
的
に
、
こ
う

し
た
物
価
抑
制
策
が
な
く
て
も
賃
金
上

イ
ン
フ
レ
を
機
に
賃
上
げ
が
進
み

直
近
で
は
実
質
賃
金
も
プ
ラ
ス
へ

イ
ン
フ
レ
局
面
で
は

金
利
も
上
が
る
の
が
自
然

政
策
の
影
響
を
除
け
ば

物
価
上
昇
率
は
依
然
２
％
超

※持ち家の帰属家賃を除く総合指数
出典：総務省統計局「消費者物価指数」

※2026年5月の実質賃金は速報値
出典：総務省統計局「消費者物価指数」、厚生労働省「毎月勤労統計調査」

図表1　消費者物価指数の長期推移図表2　消費者物価指数と実質賃金の前年同月比
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エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰
に
伴
う

ガ
ソ
リ
ン
補
助
金
は
２
０
２
２
年
か
ら

続
い
て
お
り
、
電
気
・
ガ
ス
代
へ
の
補

助
も
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
国
民

側
も
補
助
が
出
る
こ
と
に
慣
れ
て
し

ま
い
、
政
府
は
反
発
が
出
る
こ
と
を
恐

れ
て
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
状
況
に

陥
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
補
助
は
急
激

な
家
計
負
担
の
増
加
を
あ
る
程
度
緩

和
す
る
策
と
な
る
が
、
補
助
金
の
原
資

は
税
金
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
実
力

ベ
ー
ス
の
物
価
変
動
を
見
え
に
く
く
し

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

物
価
の
変
動
を
読
む
に
は
、
単
一
の

統
計
値
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
物

価
を
動
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
も
押
さ

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
日
本
で
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
が
経
済

停
滞
の
要
因
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

確
か
に
、
人
口
減
少
は
国
全
体
の

経
済
規
模
を
小
さ
く
す
る
要
素
で
あ

り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
２
０
０
０
年
代
初
頭

の
世
界
２
位
か
ら
4
位
ま
で
転
落
し

た
一
因
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
よ
り
着
目
す
べ
き
は
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
の
日
本
の
順
位
は
、

１
９
９
０
年
代
に
は
３
位
だ
っ
た
が
、

２
０
２
４
年
に
は
38
か
国
中
24
位
ま

で
下
が
っ
た
（
内
閣
府
経
済
社
会
総

合
研
究
所
）。

逆
に
言
え
ば
、
人
口
が
減
っ
て
も
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
伸
ば
せ
ば
経
済

成
長
は
可
能
で
あ
り
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
を
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、

生
産
性
の
改
善
な
ど
で
一
人
ひ
と
り
の

豊
か
さ
を
増
や
す
と
い
う
視
点
を
持
つ

こ
と
が
重
要
に
な
る
。

日
本
で
は
物
価
上
昇
率
も
賃
金
上

昇
率
も
金
利
も
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
状

況
が
長
く
続
い
た
。
そ
の
間
、
諸
外

国
で
は
消
費
者
物
価
指
数
も
実
質
賃

金
も
前
年
比
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い

た
た
め
、
日
本
と
海
外
の
物
価
・
所

得
の
差
が
開
い
た
（
図
表
３・４
）。

こ
の
期
間
の
日
本
の
企
業
経
営
に
お

い
て
は
、
値
上
げ
が
で
き
な
い
た
め
コ

ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
で
利
益
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
人
件
費

の
面
で
は
労
働
時
間
を
減
ら
し
た
り
、

採
用
数
を
抑
え
た
り
し
て
き
た
。
生
産

性
を
改
善
す
る
取
り
組
み
自
体
は
必
要

だ
が
、
こ
れ
で
は
縮
小
均
衡
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
拡
大
路
線
に

移
行
す
る
に
は
、
企
業
が
付
加
価
値
を

生
み
出
し
て
売
上
を
伸
ば
さ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
コ
ス
ト
を
か

け
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

要
因
は
と
も
か
く
、
価
格
上
昇
を
一

度
経
験
し
た
こ
と
で
、
現
在
は
企
業
側

が
値
上
げ
を
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
と

言
え
る
。
デ
フ
レ
期
に
は
自
社
だ
け
が

値
上
げ
を
す
る
と
売
上
を
減
ら
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
競
合
他

社
も
同
様
に
値
上
げ
し
て
い
る
た
め
、

大
き
く
売
上
を
落
と
す
心
配
が
少
な

い
。
ま
た
、
消
費
者
の
間
に
も
「
価
格

は
上
が
る
も
の
」
と
い
う
認
識
が
生
ま

れ
、
値
上
げ
が
比
較
的
受
け
入
れ
ら
れ

や
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
あ
え
て
値
下

げ
を
し
た
り
、
価
格
を
据
え
置
い
た
り

す
る
企
業
が
一
部
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
利
益
率
を
落
と
し
て
で
も
売
上
や

客
数
、
シ
ェ
ア
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
戦

略
だ
。
以
前
は
「
値
上
げ
」
と
い
う
選

択
肢
が
な
か
っ
た
た
め
に
各
社
横
並
び

に
な
り
や
す
か
っ
た
が
、
値
上
げ
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
企
業
が
取
れ
る
選

択
肢
が
増
え
て
い
る
。

物
価
は
社
会
情
勢
や
心
理
な
ど
を
反

映
し
て
日
々
変
化
す
る
「
生
き
物
」
で

あ
り
、
本
稿
で
紹
介
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

指
標
や
経
済
状
況
、
消
費
者
の
心
理
を

読
み
解
く
こ
と
が
経
営
判
断
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
伸
ば
せ
ば

人
口
減
少
で
も
経
済
成
長
で
き
る

企
業
の
価
格
戦
略
に

新
た
な
選
択
肢

出典：OECD（2025）Average annual wages 出典：IMF

図表3　日本と主要国の消費者物価指数の推移図表4　日本と主要国の実質賃金の推移
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進
化
す
る
Ａ
Ｉ
と
企
業
戦
略
中 編

　
Ａ
Ｉ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
処
理

や
反
復
作
業
な
ど
を
Ａ
Ｉ
に
任
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

浮
い
た
時
間
を
生
産
的
・
創
造
的
な
業
務
に
振
り
向

け
る
こ
と
に
あ
る
。
私
が
主
に
担
当
し
て
い
る
ゲ
ー

ム
や
ア
ニ
メ
、
グ
ッ
ズ
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
業
界
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
企
業

の
理
解
が
深
く
、
Ａ
Ｉ
活
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
、「
こ
う
い
う
ゲ
ー
ム
が
あ
る
と
楽
し
い
」「
こ
ん

な
商
品
が
あ
る
と
人
気
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ

た
、
感
性
が
求
め
ら
れ
る
部
分
は
人
が
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
簡
単
な
数
値
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
試
算
な
ど
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ
、
ス
タ
ッ
フ
が

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
と
言
え
る
。

　
以
下
で
は
、
小
売
事
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

つ
い
て
、
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し

た
い
。

　
一
つ
目
は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
使
用
す
る
商
品
マ
ス

タ
の
整
備
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
省
力
化
し
た
企

業
の
事
例
だ
（
図
表
１
）。

　
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
運
営
に
お
い
て
、
取
り
扱
う
各
商
品

に
「
メ
タ
デ
ー
タ
（
付
帯
情
報
）」
を
付
与
す
る
作

TISI株式会社
ビジネスイノベーション事業部
ストラテジー＆デジタルコンサル
ティング第1部
マネージャー
高野 啓也 氏

企
業
の
Ａ
Ｉ
活
用
法
を
専
門
家
に
聞
く
連
載
の
第
２
回
。
前
号
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
・
活
用
に
あ
た
り
重
要
と
な
る
考
え
方
や
社
内
体
制
整

備
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
企
業
で
の
実
践
例
も
交
え
な
が
ら
解
説
し
た
。
今
回
は
、
Ａ
Ｉ
が
最
も
得
意
と
す
る
領
域
の
一
つ
で
あ
る
、
大
量
の
デ
ー

タ
処
理
・
デ
ー
タ
分
析
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
具
体
的
な
導
入
事
例
を
紹
介
す
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
株
式
会
社
で
デ
ー
タ
活
用
を
中
心
と
し
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
高
野
啓
也
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
。
※
本
記
事
は
取
材
時
（
2
0
2
6
年
7
月
）
の
情
報
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す

マ
ス
タ
整
備
・
需
要
予
測
に
Ａ
Ｉ
導
入

業
務
時
間
の
使
い
方
を
大
き
く
改
善

反
復
作
業
を
Ａ
Ｉ
に
ゆ
だ
ね

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
業
務
に
注
力

商
品
マ
ス
タ
整
備
作
業
を
自
動
化

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
レ
コ
メ
ン
ド
に
活
用

前回の振り返り

生
成
A
I
導
入
／
成
功
企
業
の
傾
向

●

経
営
層
の
深
い
理
解
に
基
づ
く
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
推
進

●

適
切
な
利
用
事
例
の
設
定

●

徹
底
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
構
築
＋
D
X
推
進
専
門
部
署

の
設
置

A
I
は
手
段
、
目
的
は
D
X

●

ど
ん
な
場
面
で
A
I
を
使
い
、
ど
ん
な

目
標
を
達
成
す
る
か
を
明
確
に
す
る
。

活
用
事
例

●

ブ
ラ
ン
ド
拡
販
戦
略
の
立
案
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進化するAIと企業戦略［中編］

業
は
各
社
共
通
の
課
題
だ
。
た
と
え
ば
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
で
あ
れ
ば
、「
日
用
品
」「
メ
ー
カ
ー
名
」

と
い
っ
た
商
品
に
紐
づ
く
各
種
情
報
が
あ
り
、
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
分

類
し
た
。

　
従
来
は
新
規
登
録
さ
れ
た
商
品
を
一
つ
ず
つ
見
て

分
類
し
て
い
た
た
め
、
多
大
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
が
割

か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
手
作
業
に
よ
る
分
類
に
は
担

当
者
ご
と
の
解
釈
の
ば
ら
つ
き
と
い
う
大
き
な
問
題

が
生
じ
る
。
同
一
の
ア
パ
レ
ル
商
品
で
も
、
あ
る
人

は
「
イ
ン
ナ
ー
」、
別
の
人
は
「
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
」

と
表
記
す
る
と
、
分
類
基
準
が
統
一
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入

し
、
商
品
名
や
商
品
説
明
文
な
ど
を
一
括
投
入
す
る

こ
と
で
、
標
準
的
な
カ
テ
ゴ
リ
へ
自
動
分
類
さ
せ
る

仕
組
み
を
作
っ
た
。

　

最
大
の
成
果
は
、
デ
ー
タ
精
度
の
向
上
に
伴
い

「
ユ
ー
ザ
ー
向
け
レ
コ
メ
ン
ド
（
お
す
す
め
）
の

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
」
が
可
能
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
日
用
品
の
購
入
者
に
は
お
米
も
提
案

す
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
サ
イ
ト
内
に
お
け
る
最

適
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
商
品
誘
導
が
実
現
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
顧
客
デ
ー
タ
に
基
づ
き
自
社
サ
ー
ビ

ス
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
的
確
に
提
案
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
他
社
サ
イ
ト
へ
の
離
脱
防
止
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
企
業
で
は
グ
ル
ー
プ
内
で
複
数
の
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
お
り
、
サ
イ
ト
間
で
商
品
マ

ス
タ
の
整
備
方
針
が
異
な
る
点
も
課
題
で
あ
っ
た

が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
よ
っ
て
表
記
や
基
準
の
統

一
が
進
み
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
よ
り
利
用
価
値
の
高

商品情報が煩雑で、データが整備
できていない状態。
例）商品A：インナー、商品B：アン
ダーウェアのように表記ゆれなど
が起きている状態。

1. バラバラの生データ

生成AIが商品名、商品説明、商品画
像といった情報をもとに、商品の
ジャンルやカテゴリを推論する。

2. 生成AI解析

ジャンルやカテゴリなどが共通化
され、検索性が高く、データの利活
用がしやすい状態にデータを保持
する。

3. 構造化されたマスタ

単純作業だが一つ一つの
修正に人手がかかる

データ整備にかかる
膨大な時間を削減

図表1　商品マスタの整備（生成AIによる自動分類）

学
習
済
み
デ
ー
タ
に
加
え
、
P
O
S

デ
ー
タ
や
お
客
様
の
声
を
読
み
込
ま

せ
、
生
成
A
I
に
参
照
さ
せ
る
。

↓
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
に
生
成
A
I
を

参
加
さ
せ
る
こ
と
で
バ
イ
ア
ス
や
忖
度

が
働
か
な
い
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ
る
。

●

デ
ー
タ
レ
ポ
ー
ト
作
成

デ
ー
タ
分
析
ツ
ー
ル
に
生
成
A
I
を
連

携
さ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。

↓
会
話
形
式
の
指
示
に
よ
り
、
専
門
知

識
が
な
く
と
も
短
時
間
で
の
作
成
が
可

能
に
な
る
。

生
成
A
I
の
使
い
分
け

●

S
a
a
S
型
／
専
用
環
境
型

初
期
コ
ス
ト
の
少
な
い
S
a
a
S
型
で

生
成
A
I
へ
の
理
解
を
深
め
、
専
用
環

境
型
の
構
築
に
進
む
。

●

万
能
型
／
目
的
特
化
型

よ
り
高
度
な
業
務
応
用
に
は
、
目
的
の

機
能
に
特
化
し
た
生
成
A
I
を
使
う

必
要
が
あ
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

留
意
点

●

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
は
全
社
共
通
の
統
一
基
盤
が
必
要
。

●

最
終
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
責
任
は
人
間

に
あ
る
。

●

生
成
A
I
が
間
違
っ
た
回
答
を
返
す

「
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
注
意
。
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い
商
品
マ
ス
タ
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
二
つ
目
は
、
機
械
学
習
と
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｉ
技
術
を

使
っ
て
需
要
予
測
を
行
っ
た
企
業
の
事
例
だ
。

　
こ
の
企
業
で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
実
店
舗
の
両
方
を

運
営
し
て
お
り
、
実
店
舗
で
は
商
品
在
庫
を
置
け
る

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
精
度
の
高
い
需
要

予
測
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
に
過
去
の
販

売
実
績
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の

販
売
動
向
を
も
と
に
実
店
舗
で
の
需
要
予
測
を
立
て

る
と
い
う
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
（
図
表
２
）。
こ
こ

で
使
用
し
た
の
は
、LightG

BM

と
い
う
予
測
モ
デ

ル
だ
。

　
従
来
は
ス
タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
需
要
予

測
を
行
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
が
行
っ
た
予
測
と
人
が

行
っ
た
予
測
は
お
お
む
ね
一
致
し
た
が
、
商
品
に

よ
っ
て
は
異
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
人
が
予
測
す
る

場
合
は
商
品
に
対
す
る
期
待
や
思
い
込
み
な
ど
が
バ

イ
ア
ス
と
し
て
働
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

Ａ
Ｉ
は
デ
ー
タ
の
み
に
基
づ
い
た
客
観
的
な
予
測
が

で
き
る
。

　
需
要
予
測
が
上
振
れ
す
る
と
過
剰
在
庫
に
つ
な
が

り
、
逆
に
下
振
れ
す
る
と
機
会
ロ
ス
を
招
く
。
予
測

の
精
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
損
失
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
従
来
は
人
が
行
っ

て
い
た
作
業
を
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
せ
る
こ
と
で
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
っ
た
他
の
業
務

に
時
間
を
充
て
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
て
い
る

（
図
表
３
）。

　

こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
は
デ
ー
タ
整
備
の
重
要
性
だ
。
Ａ
Ｉ
に
限
ら

ず
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
に
は
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
表

記
の
統
一
が
大
前
提
と
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
が
未
整

備
の
場
合
に
は
使
え
る
状
態
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
つ
目
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
デ
ー
タ
に
は
定
量
デ
ー
タ
と
定
性
デ
ー
タ
が
あ
る

が
、
二
つ
目
の
事
例
で
使
用
し
た
の
は
定
量
デ
ー
タ

だ
。
口
コ
ミ
な
ど
の
定
性
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
分
析
す
る

こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
口
コ
ミ
の
評
価
が
必
ず

し
も
売
れ
行
き
と
比
例
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

需
要
予
測
に
は
使
用
し
な
か
っ
た
。
定
性
デ
ー
タ
の

取
り
扱
い
に
は
、よ
り
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　
分
析
を
行
う
に
は
、
あ
る
程
度
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
一
般
的
に
デ
ー
タ
蓄
積

が
少
な
い
新
商
品
は
変
動
要
素
が
多
く
予
測
が
難
し

い
が
、
二
つ
目
の
事
例
で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
先
行

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
実
店
舗
で
の
新
商
品

の
需
要
予
測
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常

の
需
要
予
測
で
は
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
豊
富
な
既
存
商

品
の
方
が
精
度
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

　

た
と
え
ば
プ
ラ
ネ
ッ
ト
で
は
卸
売
業
か
ら
小
売

業
へ
の
販
売
実
績
で
あ
る
「
販
売
デ
ー
タ
」
を
提

供
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
も
、
ど
の
商

品
を
い
つ
・
ど
こ
に
・
ど
れ
だ
け
販
売
し
た
か
と

い
う
過
去
の
実
績
が
標
準
化
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

デ
ー
タ
整
備
は
Ａ
Ｉ
活
用
の
大
前
提

統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
蓄
積
を

過去の類似商品の販売実績や、
ECサイトでの事前販売数を説明
変数として準備。

1. データ収集

機械学習アルゴリズムが過去の
実績とEC初動の関係性を学習
し、各商品の需要を算出。

2. 機械学習エンジン

最終的な予測結果として、「商品Ａ
は100個、商品Ｂは200個」といっ
た発注数を出力する。

3. 発注数予測

図表2　実店舗における需要予測

バ
イ
ア
ス
の
な
い
高
精
度
の
需
要
予
測
で

商
品
在
庫
を
適
正
化
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ト
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
た
め
、
需
要
予
測
に
用
い

る
こ
と
は
可
能
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
商
品
に
ど
ん
な
素
材
を
使
っ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
か
、
ど
の
タ
レ
ン
ト

を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
起
用
し
た
か
と
い
っ
た
情
報

も
付
帯
し
て
い
け
ば
、
売
れ
た
、
あ
る
い
は
売
れ
な

か
っ
た
要
因
の
分
析
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
利
用
可
能
な

状
態
に
整
備
す
る
こ
と
が
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
第
一
歩
と

な
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
出
し
た
い
か

を
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

た
と
え
ば
二
つ
目
の
事
例
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
需
要
予
測

で
は
、
在
庫
の
適
正
化
や
作
業
時
間
の
削
減
が
最
大

の
目
的
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
狙
い
が
明
確
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
漠
然
と
し
た
期
待
か
ら
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て

も
、「
使
っ
て
み
た
け
れ
ど
目
立
っ
た
効
果
が
出
な

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
評
価
の
指
標
と
し
て
は
、
売
上
高
、
経
費
、
人
件

費
な
ど
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（
投
資
利
益
率：
利
益
÷
投
資
額
×

１
０
０
で
計
算
）
の
改
善
に
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
に

活
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
導
入
の

前
後
で
数
値
が
向
上
し
た
か
ど
う
か
で
、
活
用
の
成

果
が
挙
が
っ
て
い
る
か
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
。

　
な
お
、
現
在
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
た
め
、
需
要
予
測
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
い
と

い
っ
た
相
談
を
企
業
か
ら
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
し

か
し
、
二
つ
目
の
事
例
で
は
近
年
話
題
の
生
成
Ａ
Ｉ

技
術
に
依
存
せ
ず
、
従
来
型
の
機
械
学
習
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
を
用
い
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
対
話
し
な
が
ら
使

え
る
た
め
使
い
勝
手
が
よ
く
、
汎
用
性
も
高
い
。
一

方
で
、
特
定
の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
は
別
の
Ａ
Ｉ

を
選
択
し
た
ほ
う
が
よ
い
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
て
お

り
、
コ
ス
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
処
理
速
度
な
ど

の
面
で
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
る
。
ど
れ
を

使
う
べ
き
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
企
業

ご
と
の
ニ
ー
ズ
や
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
の
親
和
性
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
事
例
で
は
、
い
ず
れ
も
従
来

は
人
が
多
大
な
時
間
を
か
け
て
作
業
を
行
っ
て
い

た
。
Ａ
Ｉ
な
ら
同
じ
作
業
を
短
時
間
で
こ
な
せ
る
た

め
、
労
働
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
は

「
ど
う
す
れ
ば
売
れ
る
か
」「
ど
ん
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
え
ば
よ
い
か
」
と
い
っ
た
、
よ
り
本
質
的
・
創

造
的
な
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
統
一
や
在
庫
の
適
正
化
な
ど

の
効
果
も
得
ら
れ
た
。

　

人
を
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
る
と
い
う
発
想
で
は
な

く
、
Ａ
Ｉ
が
得
意
な
分
野
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
補
い

な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
が
能
力
を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
組
織
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
で
き
る
分
析
は
簡
単

な
作
業
か
ら
高
度
な
処
理
ま
で
幅
広
い
た
め
、
ハ
ー

ド
ル
を
感
じ
ず
に
ま
ず
は
着
手
し
て
み
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
た
い
。

Ａ
Ｉ
に
業
務
を
肩
代
わ
り
さ
せ

人
が
よ
り
能
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
に

Ｒ
Ｏ
Ｉ
を
指
標
に
導
入
効
果
を
検
証

目
的
に
合
っ
た
Ａ
Ｉ
を
選
ぶ

●勘と経験による担当者のさじ加減次
第で発注。

●数字を決定する担当者の業務負荷が
大きい。

●過剰在庫による廃棄ロス

Before

●勘と経験に頼らない、機械学習を使っ
た標準化された発注。

●AIに業務を肩代わりさせることで、
担当者は創造的な業務に注力。

●適正在庫の維持

After

図表3　実店舗における需要予測の効果

進化するAIと企業戦略［中編］
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ヴァンヴァン
トピックス 

　
「
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
目

視
と
A
I
を
組
み
合
わ
せ
た
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
A
I
の
本

格
稼
働
に
よ
り
精
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、

信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
や
E
C

に
も
そ
の
ま
ま
活
用
可
能
な
高
精
細
な
画

像
デ
ー
タ
の
登
録
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、

多
様
化
す
る
デ
ー
タ
需
要
に
応
え
て
い
き

ま
す
」（
松
本
氏
）

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
で
は
２
０
２
６
年
１
月
か
ら

メ
ー
カ
ー
、
卸
売
業
へ
の
説
明
会
を
開
始

し
、
7
月
末
時
点
で
メ
ー
カ
ー
１
８
５
社
、

卸
売
業
43
社
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
現

在
、
店
頭
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
率

は
約
80
％
に
達
し
、
登
録
S
K
U
数
は
約

12
万
５
０
０
０
Ｓ
Ｋ
U
と
な
り
ま
す
。

P
R
S
が
設
立
さ
れ
た
背
景
に
は
、
商

品
情
報
の
管
理
が
多
く
の
企
業
に
と
っ
て

重
要
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
新
商
品
が
発
売
さ
れ
る
た
び

に
、
商
品
名
、
商
品
コ
ー
ド
、
規
格
、
画

像
デ
ー
タ
、
商
品
説
明
文
、
販
促
用
情
報

な
ど
、
膨
大
な
情
報
が
メ
ー
カ
ー・卸
売
業・

小
売
業
の
間
を
行
き
交
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
形
式
や
項
目
、
更
新
タ
イ
ミ
ン
グ
は

揃
っ
て
お
ら
ず
、
確
認
・
転
記
・
修
正
・
再
依

頼
と
い
っ
た
作
業
が
日
々
繰
り
返
さ
れ
、

現
場
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
の
調
査
で
は
、
商
品
情
報
の

授
受
に
関
連
す
る
作
業
で
年
間
30
万
人
月
、

棚
割
り
や
E
C
掲
載
な
ど
の
実
務
ま
で
含

め
る
と
年
間
82
万
人
月
に
及
ぶ
工
数
が
費

や
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
P
R
S
で
は
非

食
品
領
域
だ
け
で
も
年
間
約
3
0
0
億
円

規
模
の
経
済
損
失
が
生
じ
て
い
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
「
商
品
情
報
は
、
商
品
企
画
か
ら
受
発
注
、

在
庫
管
理
、
物
流
、
販
促
、
E
C
対
応
に

至
る
ま
で
、
企
業
の
日
々
の
業
務
を
支
え

る
基
盤
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
が
分

散
・
不
統
一
で
は
業
務
全
体
に〝
ム
リ
・
ム

ダ
・
ム
ラ
〞が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

の
が
P
R
S
で
す
。
そ
の
中
核
と
な
る
の

が
Ｐ
Ｒ
Ｓ‐Ｄ
Ｂ
で
、
メ
ー
カ
ー
は
Ｐ
Ｒ
Ｓ‐

Ｄ
Ｂ
に
自
社
の
商
品
情
報
を
登
録
す
る
だ
け

で
、
ご
利
用
の
企
業
へ
商
品
情
報
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
経
済
産
業
省
の『
商
品

情
報
5
原
則
』の
一
つ
で
あ
る『
ブ
ラ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
シ
ン
グ
ル
イ
ン
プ
ッ
ト
』

を
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
の

作
業
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
P
R
S
へ
登
録
し
た
デ
ー
タ

が
唯
一
無
二
の
正
確
な
商
品
マ
ス
タ
と
な

る
た
め
、
社
内
マ
ス
タ
と
し
て
も
世
代
管

理
を
含
め
て
一
元
化
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

社
内
外
の
双
方
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
有
効

活
用
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
展
開
し
て
い

ま
す
」（
松
本
氏
）

　
Ｐ
Ｒ
Ｓ‐Ｄ
Ｂ
に
登
録
さ
れ
た
情
報
は
内

容
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
管
理
さ
れ
、
小
売
業
、

卸
売
業
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
必
要
な
企
業

に
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。

商
品
情
報
を
一
元
管
理

業
界
全
体
の
効
率
化
と
発
展
を
目
指
す

2
0
2
5
年
11
月
、
株
式
会
社
あ
ら
た
、
株
式
会
社
P
A
L
T
A
C
、
株
式
会
社
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
３
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

レ
ジ
ス
ト
リ
・
サ
ー
ビ
ス
（
P
R
S
）。
日
用
品
・
化
粧
品
な
ど
の
一
般
消
費
財
の
商
品
情
報
を
一
元
管
理
し
、
製
・
配
・
販
の
流
通
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
業
界
横
断
で
共
同
利
用
で
き
る
標
準
マ
ス
タ
を
提
供
す
る
新
会
社
と
し
て
、
2
0
2
6
年
4
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
開
始
後
の
状
況
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
社
長
の
松
本
俊
男
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

ム
リ・ム
ダ・ム
ラ
を
な
く
し

業
界
全
体
の
生
産
性
の
向
上
に
貢
献

株式会社プロダクト・
レジストリ・サービス
代表取締役社長

松本 俊男氏

「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
レ
ジ
ス
ト
リ
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
運
用
開
始
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「
今
期（
27
年
4
月
期
）中
に
メ
ー
カ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
加
入
を
2
5
0
社
に
拡
大
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
に

関
し
て
は
企
業
規
模
に
応
じ
た
定
額
制（
会

費
制
）を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
企
業
規
模
が

大
き
く
て
も
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ‐Ｄ
Ｂ
に
登
録
す
る

S
K
U
数
が
少
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
し
た
料
金
設
定
も

導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も
参
加
企
業
に
寄

り
添
い
、
幅
広
い
企
業
の
参
加
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
松
本
氏
）

P
R
S
は
現
在
、
業
態
ご
と
に
小
売
業
と

の
P
o
C（
概
念
実
証
）を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）か
ら
は
積
極
的
な
参
加
利

用
の
意
向
を
得
て
お
り
、
現
在
は
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
数
社
と
の
業
務
実
証
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
Ｓ‐Ｄ
Ｂ
が
提
供
す
る
2
9
1
項
目
の
商

品
情
報
デ
ー
タ
の
適
合
性
の
確
認
、
各
社

の
社
内
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
方
法
や
提
供

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
確
認
な
ど
を
目
的
と
し

た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
J
A
C
D
S

に
加
盟
す
る
正
会
員
１
２
３
社
の
う
ち
、

上
位
数
社
の
今
期
参
加
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
商
品
情
報
を
利
用
す
る
小
売

業
を
増
や
す
こ
と
で
登
録
す
る
メ
ー
カ
ー

に
も
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
参
加
企
業
が
増
え
る
と
い
う
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
松
本
氏
）

P
R
S
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
同
時
に
、

G
S
1
ジ
ャ
パ
ン
が
主
導
す
る「
産
業
横
断

レ
ジ
ス
ト
リ
ー
」と
の
連
携
も
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
食
品
を
扱
う
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
商
品
情
報
を
取
得
す
る

際
、
酒
類
・
食
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
な
く
、
産
業
横
断
レ
ジ
ス
ト

リ
ー
を
介
し
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
商
品
情
報
を

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
ま
だ
過
渡
期
で
、
本
格
的
な
利
用
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
が
進

め
ば
必
ず
利
便
性
は
良
く
な
り
ま
す
。
業

界
全
体
の
デ
ー
タ
連
携
が
一
気
に
進
む
は

ず
で
す
」（
松
本
氏
）

　
商
品
情
報
が
一
元
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、

物
流
現
場
の
効
率
化
も
期
待
で
き
ま
す
。
運

搬
す
る
商
品
の
大
き
さ
や
ロ
ッ
ト
数
な
ど

が
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ト

ラ
ッ
ク
の
積
載
率
向
上
や
、
物
流
倉
庫
に

お
け
る
仕
分
け
や
搬
送
作
業
な
ど
の
効
率

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
「
商
品
情
報
の
一
元
管
理
は
、
業
界
の
未

来
を
支
え
る〝
イ
ン
フ
ラ
〞に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
が
推
進
す
る
商

品
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
の
た

め
に
も
、
P
R
S
が
そ
の
基
盤
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
」と
松
本
氏
は
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
実
証
実
験

産
業
横
断
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
と
の

連
携
も
開
始

p
-DB

・
・ 画像
・ リッチコンテンツ

メーカー各社

  「PRS-DBサービス」概要図

一括取得・共同利用

登録

シングルインプット

p
PRS-DB

・ テキスト
・ 画像
・ リッチコンテンツ

卸売業各社

小売業各社

メーカー各社

プロダクト・レジストリ・サービス 提供

メーカーは一度だけ
自社商品情報を登録

全ての小売・卸・メーカー向けに
ワンストップで商品情報を提供

登録情報受付
内容チェック

ア
ク
セ
ス
制
御

連
携
シ
ス
テ
ム

産業横断
レジストリー

データ作成
代行サービス

食品／他業界データベース

〈商品情報5原則〉
①消費者に対する商品情報の説明責任
②共通情報での協調
③ブランドオーナーによるシングルインプット
④一括取得・共同利用
⑤一意に識別可能な商品の共通IDの利用

会社名　
所在地

代表取締役社長　
設立日

資本金
事業内容

HP

株式会社プロダクト・レジストリ・サービス
〒100-0011　
東京都千代田区内幸町2-1-6 
日比谷パークフロント19F
松本 俊男
2025年11月12日

１億円
商品情報管理・提供、
関連コンサルティング、
インフラ構築　他
https://proregi.co.jp/

会社概要

PRSの紹介動画は
こちら
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今回訪問したのは…

「フェザーミュージアム」
フェザー安全剃刀株式会社様

　
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
株
式
会
社
が
運
営

す
る
「
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

岐
阜
県
関
市
に
あ
り
ま
す
。
関
は
鎌
倉
時

代
に
刀
祖
・
元
重
が
移
り
住
ん
で
刀
鍛
冶

を
始
め
て
以
来
７
０
０
年
ほ
ど
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
刃
物
の
名
産
地
で
す
。

　
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
同
社
が

長
年
集
め
て
き
た
資
料
や
古
い
機
械
を
保

管
す
る
「
カ
ミ
ソ
リ
資
料
室
」
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
（
１
９
８
１
年
）。
同
社
副
社

長
・
後
藤
明
弘
氏
が
「
創
業
以
来
、
フ
ェ

ザ
ー
は
〝
切
る
〞
と
い
う
行
為
を
中
心
に

技
術
を
磨
き
続
け
て
き
ま
し
た
」
と
語
る

よ
う
に
、
そ
の
歩
み
を
「
社
内
だ
け
に
留

め
ず
広
く
伝
え
た
い
」
と
い
う
故
・
第
10

代
社
長
岸
田
昌
久
氏
の
思
い
か
ら
、

２
０
０
０
年
に
「
カ
ミ
ソ
リ
文
化
伝
承

館
」
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
業
の
地
・
関
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
施

設
で
は
、
理
美
容
や
医
療
の
道
具
、
歴
代

の
カ
ミ
ソ
リ
、
寄
贈
さ
れ
た
床
屋
椅
子
な

ど
が
時
代
ご
と
の
〝
切
る
文
化
〞
を
立
体

的
に
示
し
、
見
て
い
る
だ
け
で
人
の
暮
ら

し
の
変
化
が
浮
か
び
上
が
る
施
設
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
展
示
内
容
の
充
実
を
目
的

に
、
２
０
１
６
年
に
現
在
の
「
フ
ェ

ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
替
刃
式
カ
ミ
ソ
リ

や
医
療
用
メ
ス
、
産
業
用
刃
物
な
ど
、

同
社
が
広
げ
て
き
た
事
業
領
域
の
広
さ

を
実
感
で
き
ま
す
。
後
藤
副
社
長
は

「〝
切
る
〞
と
い
う
行
為
の
意
味
を
、
生

活
と
産
業
の
両
面
か
ら
感
じ
て
も
ら
え

る
場
所
で
す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
地
元
小
学
生
の
校
外
学
習
に
も

活
用
さ
れ
て
お
り
、
刃
物
の
扱
い
方
や

安
全
性
、
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝

え
る
教
育
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

ま
す
。
単
な
る
企
業
博
物
館
で
は
な

く
、
刃
物
文
化
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
拠
点

と
し
て
〝
刃
物
の
ま
ち
・
関
〞
と
と
も

に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
館
内
を
巡
る
と
、
創
業
以
来
守
り
続
け

て
き
た
「
切
れ
味
」「
安
全
性
」「
国
産
品

質
」
と
い
う
価
値
が
、
展
示
物
の
一
つ
ひ

と
つ
か
ら
静
か
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
刃

物
が
人
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
て
き
た
の

か
―
―
。
そ
の
答
え
を
、
実
物
資
料
と
と

も
に
体
感
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

「
難
し
い
知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」（
後
藤

副
社
長
）。
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
、
誰

で
も
楽
し
め
る
魅
力
が
あ
り
、
関
の
ま
ち

を
訪
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い

施
設
で
す
。

〝
切
る
〞
を
知
る
、
学
ぶ
、
体
験
す
る

所在地：〒501-3873　
岐阜県関市日ノ出町1丁目17番地
営業時間：9:30～16:00（最終入
館時間）※団体の方はあらかじめ
お問い合わせください
休館日：毎週火曜日　※夏期休暇・
年末年始の社休日、その他臨時休
館する場合があります
入館料：無料
HP：https://www.feather-muse
um.com/
（最新の情報、アクセスは、HPでご
確認ください）

「両刃カミソリ」の使用済み替刃約17,000枚を使った「カミソリウォール」　※刃は抜かれています

プラネットの EDI サービスは企業間をシステムでつなぎ、取引に必要なデー
タ交換を可能にします。その「EDI」が「いい出会い」と読めることにちなんで、
お客様の現場を訪問してお話をうかがい、つながりを深めるコーナーです。ミュージアムの

案内役“ひげ博士”
「フェザーミュージアム」マス
コットキャラクターの“ひげ博
士”は、第10代社長の故・岸田昌
久氏がモデル。

巨大オブジェがお出迎え
エントランスを入ると創業時から販売を続ける「両刃カ
ミソリ」のオブジェ（ジャイアントフェザー）が出迎えて
くれます。カミソリと医療用メスを巨大化したオブジェ
の前（写真奥）は記念撮影コーナーです。

「切る」の秘密
 “押し切る”“はさみ切る”“けずり切る”を安全に体験し
ながら、刃物の切れる仕組みを学べます。

世界が認める超精密刃物
国内トップシェアの“手術用刃物” の
ほか“病理・解剖用刃物”“産業用刃物”

など多様な
用途の刃物
を展示。

国内外より1万点以上を収蔵
昔の床屋椅子・サイン、電気パーマ機をはじ
め、国内外から集めた昔のカミソリ、医療道
具など、貴重な収蔵品を見学できます。

フェザーの歴代製品を一望
創業時からのフェザーの歩みと、過去の製品から最新製品までのエピ
ソードを交えて見学できる「フェザー・ヒストリー」コーナー。

ご利用のサービス 基幹 EDI

関鍛冶伝承館 春日神社

訪問を終えて

刃物のまち・関

いい
出会い

は、人もつなぐ

げ ん ば ほ う も ん

※役職等は取材当時のものです

「メイド・イン・ジャパン」のこだわり
や繊細な技術力、そして妥協のない品
質管理で生産された同社「両刃カミソ
リ」は、海外からのニーズが高いそう
です。インドでは僧侶に人気で、さら
にお布施にも使われることがあると
うかがい、文化の違いを感じました。 関市（岐阜県）は「西のゾーリンゲン（ドイツ）、東の関」と称される世界

有数の刃物産地です。刃物関連施設が各所にあり、刃物文化を学べま
す。毎年10月に「刃物まつり」が開催されるほか、“いい刃の日”として
知られる11月8日の「刃物の日」には、使い古された包丁や刃物を供養
する伝統行事「刃物供養祭」で賑わいます。

700年に及ぶ関鍛冶の匠の技を、映
像・資料・展示により紹介

鎌倉時代に奈良・春日大社の分霊を
迎え創建。刀匠のまち・関の守護神と
して崇敬されている

写真提供　一般社団法人関市観光協会

株式会社プラネット　
経営管理ユニット　
シニアエキスパート
角田 賢紀

副社長・後藤明弘氏が語る「国産替刃の矜持　未来へ磨くフェザーの技」を次ページに掲載
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今回訪問したのは…

「フェザーミュージアム」
フェザー安全剃刀株式会社様

　
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
株
式
会
社
が
運
営

す
る
「
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

岐
阜
県
関
市
に
あ
り
ま
す
。
関
は
鎌
倉
時

代
に
刀
祖
・
元
重
が
移
り
住
ん
で
刀
鍛
冶

を
始
め
て
以
来
７
０
０
年
ほ
ど
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
刃
物
の
名
産
地
で
す
。

　
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
同
社
が

長
年
集
め
て
き
た
資
料
や
古
い
機
械
を
保

管
す
る
「
カ
ミ
ソ
リ
資
料
室
」
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
（
１
９
８
１
年
）。
同
社
副
社

長
・
後
藤
明
弘
氏
が
「
創
業
以
来
、
フ
ェ

ザ
ー
は
〝
切
る
〞
と
い
う
行
為
を
中
心
に

技
術
を
磨
き
続
け
て
き
ま
し
た
」
と
語
る

よ
う
に
、
そ
の
歩
み
を
「
社
内
だ
け
に
留

め
ず
広
く
伝
え
た
い
」
と
い
う
故
・
第
10

代
社
長
岸
田
昌
久
氏
の
思
い
か
ら
、

２
０
０
０
年
に
「
カ
ミ
ソ
リ
文
化
伝
承

館
」
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
業
の
地
・
関
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
施

設
で
は
、
理
美
容
や
医
療
の
道
具
、
歴
代

の
カ
ミ
ソ
リ
、
寄
贈
さ
れ
た
床
屋
椅
子
な

ど
が
時
代
ご
と
の
〝
切
る
文
化
〞
を
立
体

的
に
示
し
、
見
て
い
る
だ
け
で
人
の
暮
ら

し
の
変
化
が
浮
か
び
上
が
る
施
設
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
展
示
内
容
の
充
実
を
目
的

に
、
２
０
１
６
年
に
現
在
の
「
フ
ェ

ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
替
刃
式
カ
ミ
ソ
リ

や
医
療
用
メ
ス
、
産
業
用
刃
物
な
ど
、

同
社
が
広
げ
て
き
た
事
業
領
域
の
広
さ

を
実
感
で
き
ま
す
。
後
藤
副
社
長
は

「〝
切
る
〞
と
い
う
行
為
の
意
味
を
、
生

活
と
産
業
の
両
面
か
ら
感
じ
て
も
ら
え

る
場
所
で
す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
地
元
小
学
生
の
校
外
学
習
に
も

活
用
さ
れ
て
お
り
、
刃
物
の
扱
い
方
や

安
全
性
、
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝

え
る
教
育
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

ま
す
。
単
な
る
企
業
博
物
館
で
は
な

く
、
刃
物
文
化
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
拠
点

と
し
て
〝
刃
物
の
ま
ち
・
関
〞
と
と
も

に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
館
内
を
巡
る
と
、
創
業
以
来
守
り
続
け

て
き
た
「
切
れ
味
」「
安
全
性
」「
国
産
品

質
」
と
い
う
価
値
が
、
展
示
物
の
一
つ
ひ

と
つ
か
ら
静
か
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
刃

物
が
人
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
て
き
た
の

か
―
―
。
そ
の
答
え
を
、
実
物
資
料
と
と

も
に
体
感
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

「
難
し
い
知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」（
後
藤

副
社
長
）。
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
、
誰

で
も
楽
し
め
る
魅
力
が
あ
り
、
関
の
ま
ち

を
訪
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い

施
設
で
す
。

〝
切
る
〞
を
知
る
、
学
ぶ
、
体
験
す
る

所在地：〒501-3873　
岐阜県関市日ノ出町1丁目17番地
営業時間：9:30～16:00（最終入
館時間）※団体の方はあらかじめ
お問い合わせください
休館日：毎週火曜日　※夏期休暇・
年末年始の社休日、その他臨時休
館する場合があります
入館料：無料
HP：https://www.feather-muse
um.com/
（最新の情報、アクセスは、HPでご
確認ください）

「両刃カミソリ」の使用済み替刃約17,000枚を使った「カミソリウォール」　※刃は抜かれています

プラネットの EDI サービスは企業間をシステムでつなぎ、取引に必要なデー
タ交換を可能にします。その「EDI」が「いい出会い」と読めることにちなんで、
お客様の現場を訪問してお話をうかがい、つながりを深めるコーナーです。ミュージアムの

案内役“ひげ博士”
「フェザーミュージアム」マス
コットキャラクターの“ひげ博
士”は、第10代社長の故・岸田昌
久氏がモデル。

巨大オブジェがお出迎え
エントランスを入ると創業時から販売を続ける「両刃カ
ミソリ」のオブジェ（ジャイアントフェザー）が出迎えて
くれます。カミソリと医療用メスを巨大化したオブジェ
の前（写真奥）は記念撮影コーナーです。

「切る」の秘密
 “押し切る”“はさみ切る”“けずり切る”を安全に体験し
ながら、刃物の切れる仕組みを学べます。

世界が認める超精密刃物
国内トップシェアの“手術用刃物” の
ほか“病理・解剖用刃物”“産業用刃物”

など多様な
用途の刃物
を展示。

国内外より1万点以上を収蔵
昔の床屋椅子・サイン、電気パーマ機をはじ
め、国内外から集めた昔のカミソリ、医療道
具など、貴重な収蔵品を見学できます。

フェザーの歴代製品を一望
創業時からのフェザーの歩みと、過去の製品から最新製品までのエピ
ソードを交えて見学できる「フェザー・ヒストリー」コーナー。

ご利用のサービス 基幹 EDI

関鍛冶伝承館 春日神社

訪問を終えて

刃物のまち・関

いい
出会い

は、人もつなぐ

げ ん ば ほ う も ん

※役職等は取材当時のものです

「メイド・イン・ジャパン」のこだわり
や繊細な技術力、そして妥協のない品
質管理で生産された同社「両刃カミソ
リ」は、海外からのニーズが高いそう
です。インドでは僧侶に人気で、さら
にお布施にも使われることがあると
うかがい、文化の違いを感じました。 関市（岐阜県）は「西のゾーリンゲン（ドイツ）、東の関」と称される世界

有数の刃物産地です。刃物関連施設が各所にあり、刃物文化を学べま
す。毎年10月に「刃物まつり」が開催されるほか、“いい刃の日”として
知られる11月8日の「刃物の日」には、使い古された包丁や刃物を供養
する伝統行事「刃物供養祭」で賑わいます。

700年に及ぶ関鍛冶の匠の技を、映
像・資料・展示により紹介

鎌倉時代に奈良・春日大社の分霊を
迎え創建。刀匠のまち・関の守護神と
して崇敬されている

写真提供　一般社団法人関市観光協会

株式会社プラネット　
経営管理ユニット　
シニアエキスパート
角田 賢紀

副社長・後藤明弘氏が語る「国産替刃の矜持　未来へ磨くフェザーの技」を次ページに掲載
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interview

フェザー安全剃刀株式会社
代表取締役副社長
後藤 明弘 氏

国産替刃の矜持
未来へ磨くフェザーの技

味
を
提
供
で
き
る
替
刃
式
は
理
美
容
の
現
場

で
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療
現

場
か
ら
「
メ
ス
も
替
刃
式
に
」
と
い
う
声
を
い

た
だ
き
、
医
療
用
メ
ス
に
も
展
開
し
ま
し
た
。

販
売
は
問
屋
制
度
を
活
用
し
、
全
国
の
理
美

容
店
や
病
院
へ
広
が
り
ま
し
た
。一
般
向
け
で

は
男
性
用
は
海
外
勢
が
強
い
た
め
、
女
性
用

カ
ミ
ソ
リ
や
セ
ル
フ
カ
ッ
ト
用
品
、
介
護
向
け

の
ム
ダ
毛
ケ
ア
な
ど
新
し
い
需
要
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
精
密
な
切
れ
味
を
求
め

る
産
業
か
ら
の
引
き
合
い
で
、
I
C
チ
ッ
プ
の

ウ
ェ
ハ
ー
切
断
や
食
品
加
工
機
械
な
ど
工
業

用
刃
物
の
領
域
も
広
が
り
ま
し
た
。

―
―
事
業
構
成
や
変
化
す
る
市
場
へ
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

後
藤
　売
上
の
約
6
割
が
海
外
向
け
で
、
数

量
で
は
8
割
が
輸
出
用
で
す
。
人
口
規
模
の
違

い
か
ら
海
外
需
要
が
大
き
く
、
生
産
も
海
外

向
け
が
中
心
で
す
。
た
だ
し
国
内
市
場
は
依

然
重
要
で
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
や
医
師
の
要
求

は
非
常
に
厳
し
く
、
国
内
で
評
価
さ
れ
る
品
質

は
世
界
で
も
通
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

内
で
は
業
務
用
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

床
屋
の
減
少
や
髭
剃
り
の
オ
プ
シ
ョ
ン
化
な

ど
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性
用
や
介
護
向

け
な
ど
新
し
い
領
域
を
広
げ
、
生
活
者
の
変

化
に
合
わ
せ
た
商
品
展
開
を
続
け
て
い
ま
す
。

―
―
製
品
開
発
や
生
産
体
制
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
で
す
か
。

後
藤

当
社
の
製
品
は
す
べ
て
国
内
生
産
で

す
。
海
外
進
出
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
創

業
以
来
「
日
本
で
作
り
、
日
本
で
売
る
」
と

い
う
原
点
を
守
り
、
繊
細
な
品
質
管
理
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。
鋼
材
は
半
分
が
国
産
で
、

柔
ら
か
い
鋼
材
を
プ
レ
ス
成
形
し
、
熱
処
理

で
硬
く
す
る
工
程
を
経
て
刃
を
作
り
ま
す
。

関
と
美
濃
の
2
工
場
で
一
貫
生
産
し
、
医
療

用
は
美
濃
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
ま
で
行
い
ま

す
。
創
業
時
に
分
業
だ
っ
た
工
程
を
す
べ
て

自
社
で
担
う
体
制
が
品
質
を
支
え
て
い

ま
す
。

―
―
将
来
に
向
け
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

後
藤
　今
後
も
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

を
貫
き
つ
つ
、革
新
的
な
技
術
を
取
り
入
れ
、

日
本
で
し
か
作
れ
な
い
製
品
を
追
求
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
国
内
生
産
の
お
か
げ
で
欠

品
な
く
供
給
で
き
、
国
内
製
造
の
価
値
を
再

認
識
し
ま
し
た
。人
材
確
保
に
も
力
を
入
れ
、

離
職
率
の
低
さ
を
強
み
に
仲
間
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
A
I
や
I
T
を
活
用

し
、
職
人
技
を
短
期
間
で
習
得
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
刃
付
け
な
ど

伝
統
技
術
の
継
承
を
守
り
な
が
ら
、
効
率
化

と
革
新
を
両
立
し
、
世
界
で
「
日
本
製
の
刃

物
な
ら
フ
ェ
ザ
ー
」
と
評
価
さ
れ
続
け
る
企

業
を
目
指
し
ま
す
。

―
―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
―
関
（
岐
阜
県
）
で
創
業
し
、
数
年
後
に
は

本
社
を
大
阪
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
貴
社
の

生
い
立
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

後
藤
　当
社
は
1
9
3
2
年
、
関
の
技
術
者

と
大
阪
の
商
人
が
「
国
産
の
替
刃
カ
ミ
ソ
リ

を
作
ろ
う
」
と
手
を
組
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
当
時
、
替
刃
は
ほ
ぼ
外
国
製
で
国

内
に
製
造
会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
技

術
者
が
製
造
を
担
い
、
大
阪
の
商
人
が
資
本

と
販
売
を
担
う
形
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の

で
す
。
関
は
大
阪
と
の
往
来
が
多
く
商
人
文

化
が
根
付
い
た
土
地
で
、
創
業
家
の
一
人
・
小

阪
利
雄
は
大
阪
で
成
功
し
た
商
人
で
し
た
。

技
術
担
当
の
遠
藤
斎
治
朗
は
関
の
出
身
で
、

二
人
の
協
働
が
当
社
の
ル
ー
ツ
で
す
。

1
9
5
3
年
に
は
社
名
を
「
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃

刀
株
式
会
社
」に
変
更
し
、「
羽
根（
フ
ェ
ザ
ー
）

で
頬
を
な
で
る
よ
う
な
優
し
い
剃
り
心
地
」

を
表
す
羽
根
の
商
標
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

―
―
一
般
消
費
者
向
け
か
ら
理
美
容
、
メ
デ
ィ

カ
ル
、
工
業
用
へ
と
事
業
を
広
げ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

後
藤
　原
点
は
「
研
い
で
使
う
刃
物
文
化
を

替
刃
式
に
変
え
る
」
と
い
う
発
想
で
し
た
。
床

屋
の
研
ぎ
作
業
を
な
く
し
、
常
に
同
じ
切
れ

創
業
の
原
点
は

技
術
者
と
商
人
の
協
働

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

国
産
品
質
を
未
来
へ

替
刃
式
が
広
げ
た
道

理
美
容
か
ら
医
療
・
工
業
へ

1932年、関の技術者と大阪の商人が「国産の替刃カミソリを作る」とい
う志を掲げて創業したフェザー安全剃刀株式会社。理美容、医療、工業
へと事業領域を広げながら、国内生産と品質へのこだわりを貫いています。
海外需要が伸びる今も、日本の厳しい基準を満たす技術を磨き続ける同
社の現在と未来を、代表取締役副社長・後藤明弘氏に伺いました。

いい
出会
いは、人もつなぐ

げ ん ば ほ う も ん
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AFTER_WORDS 編集後記

7月は「いい出会いは、人もつなぐ　『現場訪問』」取材のため、フェザー安全剃刀株式
会社様「フェザーミュージアム」が所在する岐阜県関市を初めて訪れました。最寄りの
長良川鉄道「せきてらす前」駅周辺には刃物関連施設が集まり、徒歩で十分に巡れま
した。特に「岐阜関刃物会館」に並ぶ約70社・2,000点もの「関の刃物」は圧巻で、
一部商品は実際に握り心地を試して購入できるとあって、海外からのお客様も多くいらっ
しゃいました。また、刀匠のスタミナ源となった「うなぎ」や名物「漬物ステーキ」な
ど、グルメも見逃せません。10月には「関市刃物まつり」が開催されます。皆様もぜひ
一度、お出掛けになってみてはいかがでしょうか。（経営管理ユニット　角田賢紀）
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「プロダクト・レジストリ・サービス」が運用開始

いい出会いは、人もつなぐ「現場訪問」
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株式会社ニッセイ基礎研究所 経済研究部 経済調査部長　斎藤 太郎氏

TISI株式会社
ビジネスイノベーション事業部
ストラテジー＆デジタルコンサルティング第1部 マネージャー　
高野 啓也氏

表紙写真／訪ねてみたい日本の四季「奈良県・三重県・和歌山県 瀞
どろきょう

峡」　　撮影／たけたろ

奈良・三重・和歌山の3県にまたがる、日本屈指の渓谷美を誇る景勝地。
エメラルドグリーンの北山川と、高くそびえる断崖絶壁が織りなす風景
は、まるで別世界のような美しさです。静かな地でゆったりとクルーズを
楽しむのはいかがでしょうか。

　　　　 たけたろ／竹島 僚汰朗：カメラにハマったことで「まだ見たことの
ない美しい景色・現象」があることに気づき、休日には軽バンで車中泊をし
ながら日本全国の四季の景色や動物たちを撮影。SNSを中心に作品発表を
行い、国内外のフォトコンテスト受賞歴も多数。Instagram:@_take_taro_
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今
秋
の
ユ
ー
ザ
ー
会
概
要
を
左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
の
ユ
ー
ザ
ー
会
は
昨
年
よ
り
30
分
繰
り
上
げ
、14
時
30
分
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
懇
親
会
に
つ
い
て
も
時
間
を
繰
り
上
げ
、
17
時
よ
り
開
催
予
定
で
す
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

■
大
阪
：
11
月
12
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時
40
分
（
14
時
受
付
開
始
予
定
）

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　
4
F
紫
苑
（
大
阪
市
北
区
）

■
東
京
：
11
月
19
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時
40
分
（
14
時
受
付
開
始
予
定
）

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　
ホ
ー
ル
Ｂ
７（
東
京
都
千
代
田
区
）

※
両
会
場
と
も
、
17
時
〜
18
時
10
分
「
懇
親
会
」（
任
意
参
加
）
を
開
催
予
定

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
特
別
講
演

・
テ
ー
マ
：「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
編
時
代
の
勝
ち
筋
」

　
〜
A
I
・
I
o
T
・
デ
ー
タ
活
用
で
優
位
に
立
つ
企
業
の
条
件
〜
（
仮
）

・
講
師
：
メ
デ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
チ
株
式
会
社　
代
表
取
締
役　
（
A
I
・
I
o
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

　
伊
本
貴
士
（
い
も
と
た
か
し
）
氏

●
ユ
ー
ザ
ー
事
例
紹
介

・
テ
ー
マ
：「
販
売
レ
ポ
ー
ト
活
用
事
例
紹
介
」（
仮
）

・
講　
師
：
デ
ン
タ
ル
プ
ロ
株
式
会
社　
営
業
本
部
営
業
企
画
部　
次
長　
松
原
加
奈
氏

●
プ
ラ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ご
報
告　
他

※
ユ
ー
ザ
ー
会
、
懇
親
会
と
も
に
無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
両
会
場
と
も

定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、ご
参
加
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
８
月
末
日
現
在
）

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
会
２
０
２
６
』
開
催
の
ご
案
内

プロフィール
大学卒業後、NECソフト株式会社（現
NECソリューションイノベータ株式会
社）に入社。その後フューチャーアーキ
テクト株式会社を経て、メディアスケッ
チ株式会社を設立。メディアスケッチで
は、AI・IoTを中心とした最新機器の開
発や研究開発を支援。様々な業界の企
業からDX支援などの相談を受け「簡単
に手に入らないものは開発する」という
スタンスでセンサデバイスやAI判定機、
生成AIアプリケーション、ドローン制御
ソフトウェアなどを開発し提供している。

最新技術を初心者にもわかりやすく教え
るDX支援や人材育成のエキスパートと
して、全国で講師や講演活動に従事。
日経ビジネススクールの他、大学や企
業のDX研修および幹部研修の講師を
担当する。併せて地方公共団体や公益
財団法人にて補助金審査員や技術アド
バイザーも務め、中小企業のDX化支援
にも従事している。
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お問い合わせ先：株式会社プラネット　ユーザー会事務局　Mail：userkaijim@planet-van.co.jp
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©国立西洋美術館

分類：文化遺産　登録年：2016年　「国立西洋美術館」所在地：東京都台東区上野公園7-7
開館時間：9:30～17:30（金・土曜日9:30～ 20:00）※入館は閉館の30分前まで
休館日：月曜日（祝休日の場合は開館し、翌平日休館）、年末年始
■最新の情報、アクセスは、国立西洋美術館公式サイト（https://www.nmwa.go.jp/）でご確認ください。
■参考情報　構成資産について：文化遺産オンライン https://online.bunka.go.jp/special_content/hlinkG

国立西洋美術館国立西洋美術館

上野公園上野公園

皇居皇居

秋葉原駅秋葉原駅

千葉駅千葉駅

東京駅東京駅

横浜駅横浜駅

新宿駅新宿駅

上野駅上野駅

山手線山手線

中央線中央線
総武線総武線

東海道線東海道線

隅田川

東京都

未来へ
つなぐ

日
本
の

日
本
の

第 　回第 　回7

【
東
京
都
】

モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ロ
ダ
ン
―
―
。
東
京・

上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
に
は
、
名
だ
た
る
芸

術
家
た
ち
の
作
品
が
並
び
ま
す
。
実
は
、
そ
れ

ら
が
日
本
で
公
開
さ
れ
る
ま
で
に
は
波
乱
に
満

ち
た
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。

20
世
紀
前
半
、
実
業
家
・
松
方
幸
次
郎
は
、

日
本
の
若
い
画
家
た
ち
に
本
物
の
西
洋
美
術
を

見
せ
よ
う
と
、
私
財
を
投
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

数
多
く
の
作
品
を
買
い
集
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が

世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸

し
、
フ
ラ
ン
ス
に
残
さ
れ
た
作
品
も
接
収
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
、
日
仏
間
の
交
渉
に
よ
り
作
品
の
寄
贈

返
還
が
決
ま
る
と
、
美
術
館
を
創
設
す
る
こ
と

が
条
件
と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
設
計
を
託
さ
れ

た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
建
築
家
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
で
す
。
そ
し
て
1
9
5
9
年
、「
松
方

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
核
と
し
た
国
立
西
洋
美
術

館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

彼
の
設
計
思
想
は
20
世
紀
の
建
築
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、

国
立
西
洋
美
術
館
は
、
日
本
を
含
む
7
か
国
に

残
る
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
作
品
群
の
一
つ
と
し
て

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
、
美
し
い

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
上
野
の
森
で
、
名
画
と
と
も

に
建
物
に
も
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ル
・コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品

―
近
代
建
築
運
動
へ
の
顕
著
な
貢
献
―

基本情報

監修・文 本田陽子 世界遺産ライター・解説者。60か国、200か所の世界遺産を訪問。世界中の文化や自然に触れた経験をもとに、
　　　　　　　　　　  各地の魅力や最新情報を伝えている。「絵本のようにめくる世界遺産の物語」（昭文社）監修、NHK出演など。

実
業
家
の
夢
が
形
に
　

巨
匠
が
手
掛
け
た
美
術
館
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